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1都　市　計　画

都市計画区域

大正8年4月、都市計画法が公布され、翌9・1月より施行された同施行令の規定に基づき、大正1 2年7J】当

時の市域　3, () 7 1 h aの全域を都市計画区域と決定、その後隣接町村が市域に編入されるに従って都市計画区域

も逐次拡張され昭和3 3年には、 1 4, 524h aが都Jl帰日軸東城として決定された。

さらに、昭和43年6)-】新都市計画法が施行されたことにより、 46年5月1 8n従来の市域だけの都市計画区

域から隣接町を包含する1市9町の熊本都市計細*_域が指定されたQ

熊本都市計画区域はその後、飽託ia町合併や富合町の指定替えにより、現在、熊本市(河榊】Tを除く) 、西合志

町、合志町、菊陽町、益城町、嘉島町の行政K域で構成され、熊本市は熊本都市計画区域の中核をなしている。

また、熊本市の一部が、植木都市計画lg.域に指定されている。

戦前の都市計画

本湘こおいては、大iI三1 2年7月より都市計両去を適用し、計画の体系が次のように定められた。

昭和3年　　都市計画道路の決定　　30路線　延長64,OOOnl

昭和招三　　用途地域決定　　　2,800.5ha

うち住届地域　　1,730. 2ha　　　　二葉地域　　566. 2ha

商業地域　　　　　　395. 7ha　　　未指定　　108. 4ha

昭和　5年　　風致地区の決定　1,070.59ha

本妙寺山、立田山、水前寺、八景水谷、江津湖、花岡山、万=山の7カ所

さらに、昭和6年、組合による区画整理が施行され、今Hの区画整埋事業の基をなしている。

街路事業の施行は、当初産業・交通及び句桐・;的要求にそった道路から着手されたが、当時施行された熊本駅・迎

町国道交差点を結ぶ産業道路、さらにそれを延長した子飼橋方面に通ずる道路及び水前寺体育館・健軍市電終点間

の都市計画道路は、 *M)三の本市道路の根幹をなすものである。

戦後の都市計画

戦後、本市は戦災復興計画基本方針に基づき恒久的復興計画を策定した。

都市機能の向上、衛生面、都市実の増進等、近代都市としての形態を整えながら急速な復興が行われることを企

画し、また、これらの観点から戦前決定された都市iff-1舶こついて、根本的に検討を加え、適iEを欠くものについて

はこれを改めることとした。

この結果、昭和2 1年用途地域、都市計画道路を新たに計画決定し、同時に戦災地とその隣接地域における土地

区画整理事業として戦災復興土地区画整理事業が決定され、その後防火・準防火地域や下水道、ごみ焼却場、汚水

処埋場等の衛生・清掃施設が決定された。また、経済が向上し、道路事情が良くなるに伴い、住宅建設の気運が高

まり郊外へ向け市街地の拡大現象が現れてきた。そのため、都市計柳こよる区画整埋が施行されており、さらに新

しい都市計画法により、昭和46年には、無秩序な市街地の拡大を防止するため、市街化区域、市街化調整区域の

決定がなされた。

近年の都市計画

その後、市街地形成の状況及び住宅地需給の実態をふまえ昭和5 6年4月2 E=こ市街化区域及び市街化調整区域

の第1回日の見直しが行われるとともに、昭和58年4月30日には、流通業務田地予定地(約53ha)が市街

侶2i域に編入され　平成3年2月ll二】の飽託間町との合併等を経て、さらに平成1 1年3月31日に第3回口の市

街化区域、市街化調整区域の見直しが行われたO　平成1 5年4月9Elには、熊本港地区(約53ha)が市街化区

域に編入され現在熊本都市計画区域面相は40. 445haで、うち市街化区域1 1, 706ha、市街化調整

区域28, 789haである。熊本市はこの区域全体の57.2% (23, 138ha) 、市街化区域の86.2

(10, 095h a) 、 rUffi化調矧-*域の45.4% (13, 043h a)を占めている。

市街化区域については、 ・平成4年の都市計耐去及び建築基準法の一部改正に伴って、住環境の保護、市街地形態

の多様化に対応するため、用途地域の変更を平成8年6月に実施している。

土地の高度利用と都市機能の更新を図るため、昭和6 1年4朋旨本駅前北地区、平成8年8Jj手取本町地区、平

成1 0年8月上通A地区に高度利用地区を決定し、また地区の特性にふさわしいまちづくりのために、平成2年に

岩倉台ニュータウン地区、兎谷地区、 、陶文5年に城山小学校西地区、大平地区、 、V-l皮l 1年に自藤地区に地区計画

を決定しているO

市街化調整区域については、農林漁業との健全な調和を図り合理的な-日脚J用を図っている(,
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(1)用途地域

ア　熊本都市計画用途地域(別添折込図)

用途地域の規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16. 3. 31羊拙三)

イ　植木都市計画用途地域

用途地域の規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16. 3.31現在)
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(2)高度利用地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.3.31現在)

(3)風致地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.3.31現在)

(4)駐車場整備地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(判5-4.1現在)

位 , 両 横 (ha) 指 定 年 月 t=ー

市 中 心 街 約 14 3.9 昭和 45年 4 月 1O u

(5)防火地域及び準防火地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平15.4.1現在)

地 域 名 面 禎 (ha)

防 火 地 域 約 118 .0

準 防 火 地 域 約 1,488 .0
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(6)都市計画道路　(平16. 4. 1現在)

ア　道路網図
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イ　都市計画道路一覧(市域肉)

熊本都市計画区域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.4. 1現在)
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植木都市計画区域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.4. 1現在)
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※整備済延長:計画幅員により供用開始されている区間延長

(7)駅前広場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(一、円6.4.現在)

広　　　場　　　名　　t　商　　　機(rri)

熊本駅前広場(衆　目　　　　1-1,200

南　熊　本　駅 前　広　場】　　3,850
水　前　亨　　　′′

上　熊　本(東口) "

ア　Mi?　本

(仮)　/′

(西日) 〟

近　見

弓　削(仮)　′′

熊本駅前広場

2.100
17　　　　3蝣3・167J

/　　　3・4・21'J

71　　　3・.1・5′L〝

11　　　3・5

熊本駅新外線

南熊本駅新町線

水前寺駅西水前寺線

上熊本細工町裸

bS "　　上二熊ttI駅ft'i :輔

刈V-ii1年喝絶

58 J′　　武蔵ケ丘東中央線

′′　　　3 - 4 -65′′　　熊本駅西口線

(8)景観整備

ア　都市景観

美しく活力ある森の都くまもとにふさわしい都市jh観を創造するために、本市では平成元年1 0月に都市　観

条例を制定し、平成3年4月に、大規模建築物等の届出を開始した0

この制度は熊本城や水前寺・江津湖の周辺地域においては、これらを活かし熊本らしさを際XLたせるような、

また、その他の地域においてはそれぞれの地域の特色を活かした都市景観の形成を目指している。

大規模建葉物等届出件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 、Y-h文1 5年度)

種 矩 i 建 築 物 ヒ地 区 画 [j ,÷I:
.

作 物 r 土 石 n t-

I件 数 】 12 8 6 1 6 0 2 7 0 7 6

また、 、u茂9年9Mから、市域の幹線道路の良好なft遺業観形成を図るため、 1 6路線を特定施設届出地区に

指定し、沿道サ-ビス施設等について、地域景観への配慮による調和のとれたまちなみ形成への誘車を行って

いる。　　平成15年度届出件数　59件
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イ　屋外広告物

、・-1&8年4月の中核市移行に伴いJぷ外広-;里勿法に関する事務を県から引き継いだ。

この:!j事務は都市景観の大きな要素である屋外広告物を規制・誘導し、歴史と自然を活かした良好な景観形成と快適

な環境の維持を目的としている。

事務内容としては、屋外広告物の許可、違法なはり紙・はり札・立看板等の除却、違法ポスターーの減少を[三川勺と

したコミュニティポ-ド設置事業を行っているo

屋外広告物許可件数　　　　　　　　　　　(平成15年度)

稚 ヲSi ft pf 糾 一三等 詔史新一′一二.i1丁

件 数 「川 159 】2 320

除却件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成15年度)
'蝣・・・ ' . ・ : 蝣 . . . : 蝣 ! 蝣~i ' ¥.:^ 他 言十.、IA d K

件 数 8 6 , 2 9 8 7 , 5 9 7 7 , -1 6 -1 t l 5 1 0 1 , 4 7 4

(9)開発指導

都市の秩序ある発展を図るために、都市計伸IE域においては、開発行為の指導を行っている。なお、開発許pjy務

は、平成4年4月1日県知事から市長に委任されていたが、平成8年4月l H中核市移行に伴い市長の事務となった。

※未線引区域を含む

市民の安全な」ffi環境の整備を図るために、宅地造成等規制区域においては、宅地造成の指導を行っている。

なお、宅地造成に関する工事の許可事務は、平成4年4n 1 l]県知事から市長に委任されていたが、平成8年

4月1 r:1中核市移行に#い市長の事務となった。

宅地造成等規制法による許可件数

.'i: 十七

区 分 、、
ll 12

l

1 3 「l 1 5

詐 年数
l

l l l 2 1 1 7 川 l l
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2　交　通　計　画

(1)現　　状

本市における四輪自動車の保有台数は、平成元年度から・-r>に1 4年度までの1 :川朝で約2 5万台から約3 8万

2千台へと約1. 5倍に増加しているO

このような状況の中、本l机こおける渋滞ポイントは、中心市街地の交差点のみならず、郊外の交差点に広がっ

ており、中心市街地の飽和状態に加えて、交通混雑箇所の外延化が助言畑こなってきているO　さらには、 jJj年の道

路交通需要の増加により、渋滞ポイントは増加傾向にあり、ますます深刻化している状況にある,,

・fi文9年度に実施した第3回パーソントリップ調査の利用手段別構成は、自動E吊り用が前回の43. 2%から

59. 3%へと大幅に増加している半面、徒歩、 I-_輪車、バス・ livaの割合が減少している状況にあるO　その中で、

公共交通機関の利用状況を見ると、鉄軌道系はその定時性が見直されるとともに、新駅設置や運行本数の増加などに

より増加傾向にあるものの、バスは交通混雑に巻き込まれ依然として減少傾向にある。

(2)総合交通体系整備の考え方

丁、熊本m蕊rfi'll-plii

・幹線道路などをはじめとする道路網の4酎茄

・iff電、バスなどの公共交通の機能強化や自転車利用の促進

・県内各地や県外とをつなぐ広域交通網の整備

②熊本都市圏総合交通体系のマスタープラン

・公共交通都市軸の形成

・既存公共交通機関の機能強化

・新たな基幹公共交通ネットワ一一一クの整備

・乗り換え抵抗の少ないネットワークの形成

・日常生活を支えるバス網の守酎茄

・ 2環状1 1放射道路網の整備

・良好な住環境を形成する都市内道路網の整備

# i^適*」Jr純ミ車辛、月- n- '- '^?;*fi

(3)本市における交通需要マネージメントの施策展開

①駐車場案内システムの導入(平成5年度)

・市'PI、部の約176h aが対劇東城(22肘・匪場、 b, 205台)

②バス活性化システム整備事業の実施

・交通センターの行き先別乗り場再編及びサインシステム整備(平成6年度)

・バスの方向幕・系統幕を統一・ (平成7年度)

・バス・電i|iit通のプリペイドカーつヾシステムの導入(、Y-r>.文9-1 1年度)

③バス優先システムの導入(-T-fi文7年度)

j-I要地方道熊本高森線(市電通り) 4. 3 kmに導入

④パークアンドライドシステムの試行

・市電とバスを利用し、 4ルートで実施(平成8-9年度)

・ JR豊肥本線を利用し実施(平成1 2年度)

⑤超低床電iF_の導入(平成9年度)

l編成2両(平成9年度) 、 2編成-,=萌(、I'-.bJc1 0年度) , 2編成・川ii (、軌琶1 2年度)

⑥JR豊肥本線の電化!lt業(平成　1 1年度)

・熊本駅～肥後大子摘紺は2. 6 kinの電化(運行本数の増加とスピー一つミアップ)

・ 、陶/'i駅isき違い施設のき酎葡

⑦共同集配システムの実施(、'蝣ft立1 1年度)

下通り、 -Ji重り.新市街など6 0 h aが対射-<J域で、熊木地区具IILl輸送株式会社が設立された,,
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⑧オムニバスタウン計画事業(平成1 2-1 f川三度)

・都心部内循環バス路線の新設(平成13勺n il123日運行開始、料金:大人10011上　子供50円)

・バスロケーーションシステムの導入

・ノンステップバスの導入

・道路整備の促進及び交差点改良

・バスベイのき酎葡

・バス専用レ一一ンのカラー舗装化

・公共廟両優先システム、車両運子m埋システムの導入

(4)辛島公園地下駐車場

都心部においては、駐車需給バランスのくずれによる交通混雑並びに駐車場不足に伴う商業、業務の低下を

招いているO　そこで道路本来の機能"Mと商業の活性化をlX1ることを目的に、都心部に地下駐車場を建設した

ものである。また、駐輪場を併設して、歩行者交通の安全性と都市美観に寄与している。

i^n^H岨

敷　地　面　相

延　　而　　績

構　　　　造

I_　　　　期

供　用　開　始

収　容　台　数

利　用　状　況

辛島町1番地ド1号

10, 300ni

22,775m

鉄筋コンクリート造地下2階4層

平成元年3月～平成4年1 1月

中jt5年コII III

自動車625台　_二輪車400台　自転t|i500台

駐車場公社

名　　　　　称　　財団法人　熊本市駐車場公社

設　立年月　日　　平成5年1月18日

目　　　　　的　　熊本Ir机こおける道路交通の「I用㌢化及び都rfi機能の確保を図り,もって市民

の安全と福利の増進に寄与する

事　　　　　業　　熊木市から委託された路外駐市場の管理

路外駐車場の設置及び管理

熊本市の駐車場施策に協力する事業

熊本市から委託された通路の管理

その他公社の目的を達成するために必要な事業

基　本　財　産　　50,000千円(市田損金)

駐車料金

Oi
雛 車 別 命

し ネ 川m ¥a 一人】 300 1"]

}

ラ

川!j 間 を 超 え 3 0分 ま で ごと に 100 1".

∫

I

I I it'

辛 ′fl.後 l川 蝣sか ら >l2 日 ′上前 7 時 ま で 1ーo oo i1;

Llj雛 Ill メ
揃 2 5.0 00 1'】

ー/: ll ;、i' 91ォ

=1一 致 別…

!工

車

ト 13,0 00 1']

lOO I'J券 I液 】 繭 I']

プ リ ペ イ ド 3.3 00 ーrj券 3 .0 00 ー1j

5.5 OO I1!券 5 .0 00 I1.
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3　建　築　指　導

(1 )建築確認・検査等の申請状況

(2)建築指導パトロール等

ア　建築パトロール

違反建築の早期発見、 |!/]J二を主目的に、定期的に実施しているo

イ　建築物防災査察

雑居ビルや大m吉舗等の査察を防災週間中及び年末に消防局等と合同で実施している。

ウ　一斉公開パトロール

違反建築防止週間(1 0/川】旬)のl闘Hを公開による・斉パトロールのLは定めて、市内全域に

わたって違反建築物の摘発、指導をしている。

1 5年度においては、共同住宅等9件を立入調査L r.-}i施Lの適j日旨導を行った。

( 3)違反建築物取扱件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(、勘茂15年度)
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(4)ぱちんこ店の建菜に関する指導要綱

この要綱は、ぱちんこ店の建築に関する必要な蝣Jf項を定めることにより、建築紛争の`予防と調整を[、那・).もっ

て近隣住民等の生活環境の保全に資することを削勺とし制定したもので、昭和6 3年4n2 0日より施行している。

平成1 4年度は2件の指導をした。

(5)中高層建築物の建築に関する指導要綱

この要綱は,中高層建築物の建築に伴う紛争防止のため、建築主に対し、近隣住民への建築計画の説明を義

務付けるなど、建築l三と近隣住民との「粧'IV拍勘を酎t;jとして制定したもので、昭和6 3年1 0月1 5日より施行

している。

平成1 4年度は8 5件を指導した。

(6)熊本市やさしいまちづくり建築物整備促進事業補助金交付要綱

この要綱は、高齢者や障宮者が円酢こ利用できる、建築物の整備促進を図るため、平成7年目)月1日から同

質,Wを施行している。

平成1 4年度は34年の補助を行ったO

(7)建築協定

本市では、住宅地としての良好な住環境を高度に維持増進するため、建築基準法に基づく建築協定の推進に

努めている。現在、本市における協定の延べ件数は2 8件となっている。

4　公　園　緑　地

清れつな地下水や豊かな緑など本市の恵まれた自然環境は、都市に潤いを与えるとともに、市民生活の良好な環境

の形成に大きな役割を果たしている。この豊かな自然を、後世に伶人な資産として継承することは、私たちの"つとめ日

であり、本市では熊本城、立‖油などの拠点緑地や、水前寺江津湖、白川、坪井川などの親水空間を都市づくりの中

核として良好な都市景観の維持・形成に配慮しつつ、季節感豊かで潤いに満ちた生活空間とするために公園としての

整備を進め、また、都市部などの市街地では、まちの活性化の拠点として、周辺rif街地では日常的な余暇活動の拠点

として公園の整備を推進している。

平成14年度末での本市の都市公関等のせ酎榊夫況は、 757カ所557. 1 0h aで、 「歩いていける公園の整備率」

は43.5%の水準となっている。このほか、民有地等を借地した87カ所、 7.98h aの「まちの広場等」を供用し

ている。

本市では、今後さらに安全で快適な都r吊を盤としての都市公園等の整備を図るため、

ア　地域に密着した街区公園、近隣公開、地区公園の住区基幹公園の整備を械極的にすすめる。

イ　自然や環境の保全を丑凋とし自然とのふれあいや景観を大切にした後援の整備をすすめる。

り　中心市街地にオー-プンスペ一一スを碓保するため、河川敷公間、緑地の整備を促進する0

これを基本として、 、和文2()年度末までに、まちづくり戦略計画では「歩いていける公園の整備率を4 5. 6%」

にすることを目標としているO

また、公国の老朽化にともない、公園施設の改善を実施し、地域の特性を活かした利用しやすい公園造りに取り組

んでいる。

公悼惰こ理にあたっては、日常的な維持管理の充実を図るとともに、仕民参加の公園愛護会の活性化を図り効率的な

管理を行うなど、公園がいつでも安全に、快適に利用されるよう'努めている。
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(杖1)人目(推.汁人ID　は、 W-h文15^1月ll_】現tf三の人「川87,716人。
(注2)まちの広場は、 7IGIけ池調紫池広場を含む

(柱3)靴Til計lE7j秋定された供用ill紙には、鰍f/ni-ilH央k'されていないJlUHE桁欄を一一部含む。
m,¥)街トを公淵のiAjyたり耐郎二は、 ,OOOrri以下(開発行為等)の公臓も含む。

市民一人当たり郡市公園等面積の推移

・J.V
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h;i　:1l"　　　　　h.1  ln h;i n¥　　　　　　h.1　m-　　　　　　h.

59:弓　13.09 1.ll 611　75.25;I.M: 620　75.66-1.1-1: 610 ! 77　31:1.16　65-1　79 18
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6S9 :539.91-蝣S,18　712 :5IS.13　8.29-　722　552.36　S.32: 713　555.99　8.31 7;Il7　5r>7.川　8.31
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5　都　市　開　発

(1 )土地区画整理事業

本市の土地区両糾し事業は、戦前で融欄16年に組合施行による出府第つ二地区画整理事業、翌7年に水前.V I二地

区画整理事業、大江東部土地区画整理事業を施行し、弦射Bま国の方針に基づく戦災複典土地区画離IZ事業の#n;を見た。

また、 -桐ftfrc)事業では、東部触末の東部第　つ二地区L用筆理<¥i業、西部触X二の西部第つ二地区両整酢)I;業が完成

したOそのほか市内各所で、住′封也開発をH的とする事業が、組合等の施行により逐次行われており,戦前戦後を通じ

-1 9地区(l,583.9hこl)において、計l軸内な市街地が拙茂されているO

施行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平日3. 4. 1現在)

・tI上山*_名　掴府第・、両拍(組合) 、大汗郁r;、花l石川L、 w災ffj興、鮮¥m∴、秋津%}--　上州揃∴、城東、触　芽「、
,] ,1'二f; . fサ、,!'蝣'乃　∴　言I',卜言I ,'1',,'JI 】牡1:。/.Ill批i<¥川111!、忙LUtlii.一別川】111!、仙川仙言・;-',"蝣蝣'-I∴　　純

綿ノ捕、武瓜ケ丘、鳥ケ江Jlふ蛸千㌢、 !ii/k第二、 Hi水第・、 ft;用1-、城IllI:代、八蝣H.!f、間机鉱　水前>f、
八;>!y、 I&SK第- ・ /蝣'"&'、八幡.御一紺間、 ui-ノ川・,.井、 l馴J人脈　大fTl崎、目迎虹　八分.川一一j臥　ft"!?間・〕

(2)今後の予定施行地区

計画的な宅地間発を適1Eに誘導・促進するため、特定保留地x二等において、 l損亡懇談会の開催など地棒者へのl, lそ、

再発を行っている。

また、日也区軒即相撲は現在5地区84.Oh aでIk一施されているが、 m舶】が3地区56.3h aあり、他地lxI

においてもP酬m進められている。

(3)市街地再開発

本市の既成市街地においても、都市化の進行とともに人目の空洞化・交通問題・用途混在・建築物の老朽化などの

環境悪化や機能更新の遅れなどが顕在化してきている(,

このような都市問題を解決するため、道路・公園等の都市基盤施設と建築物との総合的な熔備と生活環境などの改

・'tiを目指し各種蝣if業手法による市街地の再開発を推進する.
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ア　中心部の市街地再開発事業

市街地再開発事業は、低層の木造建築物が密集し、生活環境の悪化した日也利用の非効率な市街地において、細分

化された宅地を統合し、不燃化された共同建築物に建て替え、あわせて公憤巨緑地・広場・街路等の公共施設の整備

とオー-プンスペ一一スの確保を　イ柚'*]蝣総合的に行い、安全で快適な都市環境を創造しようとするものであるO

市街地再開発事業の実施地区

用　　　途

商業・公益　R癖
・業務施設等

絹Vi・1こうL-lト　*ft

・美術館・財トテ】施設
・カルチャ・一一等

蝣|v t　の　員4. i出

「*f'IH]地卜1.の恥l】,,h>i'i!`ミ蝣>L >'i二ト

:llt^礼tl】-LH lill]jlミ・L

、l'- 9. 3. 7組合設w (施行認HJ)公Y::i
、ド11. 8.31権利変換計itl帖　丁

半11.12. 1施設建築物`r二.'好起I二式
・n i　　∴il 'fcv<lir嘉的l:・Iii*

平「1. 12. 1組合角引投認~L汀

I'-10. 9. 1高度利用地Kの附fu:汁榊'決定及び

:li懲LTl机iflc,、illMik >)i

、i'-ll. 1.20組合設立(施行認事'D iさt..:.J

、p-ll. 9.29権利変換計画-s&i,∫

IM2. 1.日施設建築物Ii`二m起1二式

、l:Ll l∴し:n　-teu　竣1即i7 I:蝣¥-<Z} V

、r-i4.ll. 5組合解散認可

本市では、施行者に対し・事業費の　一部を補助し、 1二地の有効利用を促進している。今後、再間発事業への啓発、誘
導に向けて取り組んでいく。

イ　上熊本駅周辺整備

上熊本地域は、 「熊本市総合計画」の中で、 m<封杓な市街地整備をlxlる「市街地核j　の　一つとして位mづけられて

いる。その「市街地核」としてのまちづくりを推進していくため、整備新幹線、 ∫ R鹿児島本線高架化事業に併せ、

鉄軌道の北押部の玄関[圧しての機能を生かした電車・バス等の公共交通機関の結節強化や周辺都市機能の整備・改

善等により地域の活性化を促しながら、描旨本駅周辺地域に相応しいまちづくりを進めていく。
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ウ　優良建葉物等整備事業

このto業は、良好な街並み形成実現のため上亡日嗣舌力を活用し、上地の合LEl至的利用、市街地環境の整備、 tT街

地における良好な中高層住宅の供給等を総合的に促進することを[待汚す、都市計佃法等の手続きを要しない任

意の事業であるO

優良建築物等整備事業の実施地区

地 K 施行 者 妄業年 ¥2 L
地 r東面 的

(h a

敷 地 海 綿

(n了)

建築 耐 械

(n

廷床 面械

h P
用 途

下 適 地 K

k 'U T 七、日

民 間 .平 ・1~ 5 0 . 12 軸一二 G liり :>. Ib÷ 商 業施 設 . 封l3行

新 町 地 位

r li * 完 +Jつ
′′ 平 1 0 - 1 ] 0 .0 6 5 7 9 3 3 3 2 ,3 37

i
It 同性 IJ己 2 6F‥‥:,-)

i

本市では、施行者に対し事業枠の　淵;を補助し、土地の有効利用を促進している。

6　熊本駅周辺地域整備

熊本駅周辺地域については、 「熊本市総合計画」や「熊本両都市マスターープラン」等において、 「出会いとふれ

あいの副都心」と位置汗自ナ、広域交通結節機能の向上、都心部と-一一一一体となった行政・交流ゾーンの形成などを

目指し、 ′離毛…・体となって都市基盤の整備を推進している。

(1 )九州新幹線整備事業

九州新幹線鹿リi&;レートは、 、pf式1 3年4月博多～新八代問のフル規格による_丁二m実施計河が追加認可
され　熊本市域においては現在、白川橋梁工事・熊本操作場機能移転工事・用地買収等を行っている。

事業主_体　　　　　　日本鉄道建設公団
事業期間　　　　　、u先日)年3月～平成2 5年
総us業費　　　　　　約7,900億円(博多～新八代問　121.1km)

( 2) JR鹿児島本線等連続立体交差整備事業の促進
鹿児島本線等の連続立体交差事業については、鹿児島本線の白川操作場付近から北島踏切までの約6 km
附絹と豊肥本線熊本駅から坪出目右岸の約1 km区間のIff業認"丁を受け、現在、平成1 7年度を目処に用地
買収等を行っているO

事業-~l三体　　　　　　熊本県
事業区間　　　　　　鹿児島本線熊本駅付近から北島踏切付近　約6 km
事業細絹　　　　　　平成1 3度　-・成28年度
総事業空費　　　　　　約5 6 2億lIJ

( 3 )熊本駅西土地区画整理事業の推進
熊本駅粁L地区画整理事業については、住民が安心して住み続けられる健康で安全で環境に配慮したま
ちをつくるとともに、県都の玄関i:はしての都市拠点の形成を目指しており、現在、減価補償等に伴う公
共用地の先行貴収等を実施している。

事業i体　　　　　　熊木市
事業地区　　　　　　熊本駅西側地区　　　1 h a
事業期間　　　　　　平成1 3年度～平成2 8年度
総事業費　　　　　　約242億円

(4)熊本駅周辺の都市計画道路、駅前広場の整備

熊本県事業　　　　　熊本駅北部線、熊本駅城山線、春日池上線、東口駅前広場
熊本市事業　　　　「榊銅車目線、熊本駅西口線、熊本駅南線、抑~l駅前広場

(5)熊本駅東A地区市街地再開発事業の支援

事業封本　　　　　　組合施行(、U.文5年7月準備組合設立)
事業予定区域　　　　熊本駅東地区　約1.4h a
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7　下水道・河川

下　水　道

下水道は、健康でl央適な生活を営むための′日吉環境施設として位置づけられるとともに、近年大きな社会問題

となっている公共用水域の汚染を防正し、自然環境並びに水質保全を図るためのきわめて公共性の高い施設であ

り、本市においても最重要施策のひとつとして整備促進に努めている.

本一机こおける公共下水道は、市域面硯26. 677haのうち市街化区域を・r心に周辺集落を含めた1 2, 2

80haに基本計画を策定し、この計画区域を中部、東離、南部、西部、北部、河内の6処埋区に分割し、当面

のL三l標となる1 1, 1 36h乙lについて認可を粕滞日ノ整備を進めているO

計伸日東域のうち中部、東部、南部、西部、北部についてはすでに処理開始しており、 、和文1 5年度未における卜

水道普及率は8 1.4%である。

今後、老朽化するド水道施設の改造改築、合流式ド水道の改燕を図るとともに、全国的に注目されている下水

道資源としての処埋水の有効利用を推し進めるなど、ド水道の質的向Lを目指し水循環の一・一翼を担うとともに、

~つ--一世紀の住み良い環境づくりを推進する。

九 el

中 春 鼻 建 区

匪喜国 京 春 先 蓬 B=

田 Ⅲ 7g 寺 島 奄 区

正王ヨ 西 巻 丸 亀 匿

巨ヨ 河 内 弟 繋 区

四 囲 北隻脚 遼九I 区

㊨ 鶴 亀 .

◎ ポ -/ プ 後

[= コ ▼* |Sサ書事・蝣SォK ォ
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(平16. 3.31現fD

(1)事業計画 事業認可年月日　　昭和23年12月15日

着　~~I二　年　月　H　　昭和23年　4月　1日

完Il二　年)1日　、?-k文33年　3月3 1日

排　除　方　st　　合流式、分流式

K　　　　　　　　分

処　理ifil手乃( ha )

re　　　+>　　　　%

・'  I;　m　理　K

東　ffi　'HI W Iく:

摘　跳　蝣Ill　理lくI

l"i lニ　uL　岬　ド

北部流域関連処埋区

河　内　処　理　e

処理　人　口(人)

汚水ポンプ場(ヵ所)

雨水　/′　　( " )

終　末　処　理　場

JJi　某　蝣{<( (千m)

一
処

_

_

」

　

_

国庫補助( ′′ )

サ丹補助( ′′ )

市費その他( 〟 )

市　　Hi ( ′′ )

哩 m　械( ha )

処　理　人　目(人)

汚水ポンプ場(カ所)

雨水　ノ′　(′:)

処　理　ffii税( ha )

処埋人　目(人)

汚水ポンプ域(カ所)

雨水　′/　( !′ )

処　坤　面相( ha )

処　堕・mmSMmm,

汚水ポンプ喝(ブIff)

雨水　′′　　( 〟 )
`・'.'.'-I

:処理両横(ha)

処理　人「l (人)

汚水ポンプ場(カ所)

雨水　〝　　( ′′ )

'M　岬【fii

処理人　目(人)

汚水ポンプ場(カ所)

雨水　〝　　( ′′ )

処理　痢械(ha)

処　理　人　n (人)

汚水ポンプ場(カ所)

耐水　/′　　( /′ )

農本計測(～)

】2,2S0

706,000

34

21

3

628, Ml,300

214,716,000

0

44,326,200

369,099, 100

.535

92, 600

実　施　済(a)

8,875

53-1, 642

こ川

さ

11

350,621,093

14,065,423

0

33,822, 700

202,732,970

行政区域人口に対する普及率　　　　　　　　(平IB.3. 31現在)
行 政 区域 人 [∴...ー 処 S ! 人 口 V.蝣蝣i 及 率 ( % )

6 5 6 , 96 9 5 3 4 . 6 4 2 8 「 l
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(2)下水道使用料 平成L:川-: mi:川Ll改l主

平成13年5J:1日摘＼ら施石

(注) 1料金は、 1月につき汚水の種類及びSi;に応じ
て得た織とする。この場合において1円未満の端数があ

.- `ーJ TL CJ、 'ノ　7f~′、L L′′　」　Tl>くTL

を切り捨てるものとする
ところにより許定した額に100分の105を乗じ

2　公衆浴場用汚水とは、公衆浴場入浴料金の統制額の指定等に関する省令(昭和32的M三省令第38号)にJ.転づき熊
本脱知mが定める公衆浴場入浴料金の統ffi帽白の指定の適用を受けるものから排除された汚水をいうD

徴収方法　水道水-・・.水道局へ徴収委託(15年度委託料　473,925,037['])

井戸水--・納付制　ni杢振替制

(3)受益者負担金

受益者の負担金額

】餅p50年12fi l9円条例公布
l銅1151年8/1 IB賦課開始

1

末端管きょ事業費×T5
＼帆-miL.域内の受itt tfl.1上地[I'lifli

負担区域総面積×0.8

単位負担金額　ln圭%たり　200円

徴　収　方　法　　原則として　一括納付、ただし、受益者が分割納付を申し出た場合は、 :団三間の12(1分割

(4)水洗便所普及状況及び貸付金

貸付金額　　くみ取り式便所1カ所又は、浄化槽廃LLl基

貸付期間

返還方法

貸付条件

につき330,000門以内

3()カ月

無利子、 3 0カ月以内の)一団武均等償還

Il/ll、蝣]!蝣.蝣;-仕Hl

・返済能力のあるもの

・市税及び受益者負担金を滞納していないもの

・保証人1人
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(5)終末処理場

名　　　称

所　在　地

建設年月

那　Sm-.a

名　　　称

所　在　地

tilサ:上年　目

建　設　費

(6)雨水幹線

中部浄化センター

止台蝣J::->　HIT ffrli号

昭和39.9　(B離日43. 1.6運転開始)

総額　20,186,867千円

南部浄化センター

元二三町4日11番1号

昭和56.4-(昭和62.4. 1運転間始)

総額　23, 663, 907千円

東部浄化センター

Ril叫、Rm s :日うiffII!!

nI綿J45.8- (昭和47. 12.1運転r射糸)

総額　33,109,719千円

西部浄化センター

沖新町4944番地3

・Il&2.4- (、和文14.3.31運転開始)

総額　18, 909, 017千Il]

3i:



(7)共同排水設備助成金

公共下水道処埋区域内で管きょが布設されない私道に共同で排水設備を設置する場合、その設備費用の3分

の2以内を助成するもの。

ア　条　　件

・私道に所有者が果なる家屋が2つ以日豪していること

・共同排水設備二I二歩完r後、速やかに水洗便所に改造するこど

・一日也所有者が共同排水設備の設置に同意していること

・市税及び下水道受益者負担金を滞納していないこと

・YtJ設された管きょの維持管理は申請者の負担で行うこと

イ　助成状況(昭和47年度助成開始)

(8)下水道技術センター

名　　　称

設立年月日

[-】　　的

事　　　業

事務所の所在地

基本財産

財団法人熊本市下水道技術センター

平成4年4月1日

熊本市におけるより効率的な下水道事業を推進するため、広く市民に対して下水道への理解

と協力を得ることにより、下水道の射別整備と普及及び適切な維持管理を行い、健康で快適

な都市づくりに寄与することを目的とする。

・ド水道技術の調査及び研究に関する事業

・下水道に係る知識の普及及び啓発に関する事業

・下水道技術者の養成に関する事業

・下水道使用者への水質保全指導に関する事業

・排水設備の整備促進業務の受託に聞する4f業

・公共ド水道及び関連施設の維持管埋業務の受託に関する事業

・公共下水道施設の調査及び設計業務の受託に関する事業

・その他センターーの目的を達成するために必要な事業

花畑町3番1[""ll-'=-/花畑別館llT

5().()0O千円

、I'-/戊1 5年度予算　　348, 464T一門
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河　川

熊本両ま、昭和28年に日用大水宮を経験しており、これを契機に同　県において日用・坪井川等のll三要河川の

本格的な改修事業に着手し改修が進められてきたC

坪井川においては、 、陶丈1 1年に坪井川遊水池が完成し、河道改修とともに治水安全度の向上が図られている0

日JlIにおいては、八城橋から竜神橋問の1 0. 5kmを　圧川E緊急対策特定区間」として、 '¥'-r&1 5年度から平

成2 ∠川三度の1 0年間を目処に堤防の弓妄Iifや橋梁の改築等が進められているO

加勢川は、昭和6 3年に　咋キ定緊急河川」の指定を受け改修が進められ、平成8年には「ふるさとの川整備河川」

の指定を受け、地域づくりとiJl引El改修が　一体となった河川11酬IIが進められており、 、和文1 1年には、ノ細川虹の改築

が完了し、流下能力の向上が図られている。

本市においても市街地の拡大とともに浸水被告が多発していた健'・F川l ・藻器舶川・万石川・兎谷川・麹川・*抑I

など被災頻度の高い流域をもつ河川を日出l_「4 7年より「都市基盤河川改修-リ';業」として改修を進め、ノ汀J一川・兎谷

川は既に事業を完(しているO　また、天明新川・谷尾崎川についても「準用河川改修事業」として鋭意改修を進め

ていt3c

浸水解消対策としては、帖に緊急を要する山水被　地lX二について排水機場*&の,&;kを行い、滋ノK披-kの根城を糾

っている。

さらに、流域からの雨水の流tI:侶i'cを減らすために、雨水浸透桝設置助成や開発行為等において雨水流出抑制指導

を実施している。

このように本市の治水行政は、囲・県管理河川の改修促進を図りながら、自然環境を生かした河道改修を基本と

し、内水対策や雨水流出抑引帥こ努めながら総合的に治水対策を進めている。

(1 )都市基盤河川整備

-1級河川及び二級河川で、都Tt用・J_水fiの増大に対処するため、地域に密着した行政i三体である市が事業日本とな

って、河川の改修~l二事を実施している.

(2)準用河川整備

地域の*紙に密着した小河川である準用河川において、州Flの氾濫を防正し地域の生活基盤を確保するため、河

川管埋者である市が河川の改修を実施しているO

(3)浸水(内水)解消対策

洪水時の河川水位J二糾こより、自然排水ができない地域の浸水解消を阿るため、排水機場等の設10至を行っているo

(4)雨水流出抑制対策

市街地周辺部では、急速な都市化に伴い、雨水流出も圭が増加する「者I川f型水雷」が局地的に発生している。この

ため、開発行為等においては、雨水の流出を抑制するための調整池、透水性舗装、浸透桝等の設置を指導している。

また、本市が指定した雨水浸透桝を家庭に設置する場合には、設置費用を補助し浸透桝の普及に努めているO

雨水浸透桝の日的及び設置状況

大雨時、ド水道や河川への急激な雨水流入の防正と、地下水保全を目的とした雨水浸透桝の設置を推進するた

めに行うもの。補助金の令額は本市の設計Hi価に基づくものとし200, 000PIを限度額とする。

(平16.3.31現在)

l l. 1 2 1 3 「′1 1 5 汁

件 数 個 数 件 数 個 数 件 数 個 数 件 数 輿 .華 ffl 件 琴 ([*:】 数

5 2 2 8 5 3 l 1 3 5 5 6 2 2 5 4 9 22 3 5子 2 2 1 : 2 4 2 1、0 8 9
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(5)ふるさとの川整備事業

一級河川加勢川水系において、河川本来の事前環境の保全・創出や歴史r'郁;t観等周辺環境との調和を図りつつ、

沿彩鉦Ik'湖この地域整備と河川管i'i!者が行う河川改修を流j或仕fCの意見を取り入れながら進めている,,

市域の主要河川状況

※　市域にはL記の法河川指定(区間)以外の普通河川が(う8河川あり、そのうち33河川に砂防指定が
なされている。

:う1()



8 契 約

入札・契約制度の改裾こついては、これまで条件付・ ・般競争入札、公募型指名競争入札の導入、年間発注予定Il二事・チ

定価格等各種情報を公表し、入札・契紺を銅,kの透明性.公i用三及び競争性の向上に努めてきたところであるOさらに本年

度は、平成1 4年i o>一拍、ら競利生向上の観点より試行導入し、郵便入札で行っている_1二一三拝希望型指名競争入札について、

その対象範囲を拡大し電子人iLL車人に向けた検討を進めるとともに、 'Eも千入札のJft本計桝を策/Eして行くO

(l )指名競争入札有資格者(、V-h足16年度)

ーU lV t, tf L H ∴十

i: t - 七 ,,'t -:- 十仙

-Z ー6 -10 58 9

リiI<外 其 f i (社 ) 2 ▼15 8 ー0 3 5

計 1▼'9 8 1 , 6 2-1

(2)契約件数及び金額(平成1 6年度)

件 数 金 徽

工 事 請 負 契 約 (件 ) 9 1 6 2 1 , 2 3 0 , -15 8

委 托 ..契 約 (件 ) +:二it 1 .3 5 3 , 9 8 0

[与 TI 椴 9 .1 7 9 . 7 8 3

汁 , 2 6 3 2 5▼6 6 4 . 2 2 1

(3)契約額及び件数・業者別集計表 IMM立　千日)

年 .哩

土 木 x :蝣;i 建 築 一. 事 ,電 気 ‥X . :蝣蝣,

件 数叫 r'J 紬 件 数 契 約 触 件 数 契 約 触

l3 1 3 . 1 5 1. -日 7 、1 1 7 , 8 ー3 , 5 8 1 3 1 2 , 6 5 8 ▼7 50 90

「l I , 2 76 , 19 1 ÷" , , 8 ー1 , 9 5 5 1 19 1 , 2 9 0 , 1 90 8 1

ーlTl S . 3 6 2. 48 3 .,.,., 8 , 3 0 1 , 2 2 2 78 2 , 0 4 6 ▼0 6 1 6<1

年 度

弓等 二 ..:描 舗 装 I 二 > ,I
造 聞 X 'i

,

契 約 額 件 数 契 糸勺 徽 件 数 契 約 額 件 数

n

「ー

I , 5 1 5 ,0 6 8 l O :, 1 , 1 2 6 ,8 5 2 13 , 0 9 7 , 3 3 5 1 3 2

1 . 11 6 . 72 0 9 g 9 3 7 . 7 0 1 5 6 8 0 8 . 9 8 6 「「1

1 3 61 5 1 ,0 3 8 ー7 29 7 2 '8 2 , 100 7 2 9 1 1 , 8 6 8

そ の 他 .‥‥1二-)i 莱 梢 」 ,;t 保 <=1 :.S 検

ごく 契 糸勺 触 件 >k 契 約 額 件 数 契 約 額 件 数

1 3 5 , 7 8 4 , 9 20 二ti l 1, 8 8 9 , 3 1 0 2 2 9

日

1 5

, 2 9 3 , 2 9 6 1 9 蝣̀) l∴}一3 3 . 8 9 - h i

2 2 3

3 1, 9 7 1 :l6

㍗2ー7 8 1, 6 93 ∵O +i , m , 9 7 '9 , 7 8 3

咋 1珪

合 計

契 約 徹 件 数

1 :i

日

3 5▼0 3 7 ,2 3 3 t il l

26 , 20 0 .9 C川 !, .'蝣弓13

If) 2 5 , 6 6 1,2 2 1 ' l, 2 tうコ

:蝣"'1 V



9　公共用地取得事業

(1)用地取得

熊本市は、公共の緋IE:や住みよいまちづくりの推進のために様々な公共事業を行っているが、そのために必要な用地

の取得も行っているO

公共用地の取得にあたっては、日也(用地)だけでなく、建物等の物件の移転等も必要となるO　市民の財産を公共の

用に供するためには、憲法2 9条3項で定められた''iH当な補徽jが義務伸ナられており、適正な補償により用地を取

得しなければならない。

よって、熊木h-は, 「公共用地の取得に伴う損失補償基準要綱」 (昭和37年6服9川鵜義決定)に薬づき、 r熊本市

の公共事業の施行に伴う損失補償基準」を定め、公平かつ適正な補償を行っている。加えて、熊本市用地事務取扱要綱

等用地取得マニュアルの改正等をおこない、適~11三な用地事務の執行を図り、公共用地取得の公IE、透明性をより・層高

めることに努めている。

また、土地収用法の適用に関する方針を定め、都市基盤施設整備の前提となる公共用地の取得をIr硝化するための土

地収用制度を適切に活用し、公共事業の事業推進を図っている。

用地取得担当課については平成1 3年4月の機構改IL勘こ伴い、建設局に用地第　-課、用地第二課、用地調整室が設置

され、用地取得業務については用地第-課、用地第_二課が行っているoまた、用地調整室は、補償基準に基づく適`1王な

補償を行うための用地補償の指導及び総合調整を行っている。

(2)補償金算定

補償金の算定については、次のとおり行っている。

・土地の補償・　蝣　・i二地価格の算定にあたっては、周辺の日也の正常な取引事例や地価公示価格等を調査し、さら

に不動産鑑定士による不動産鑑定評価額を参考に、正常な価格で補償している。

・建物の補償- ・土地と建物の位置関係、事業の計画線と建物の位置関係により、移転日去を認定し適lI三な補償

額を算定して補償している。

(3)契　約

本市の用地取得は任意取得を基本として行っており、各権利者への「分な説明と協議により契約している。

なお、公共事業のための用地取得にかかる補償金には、 -般の売貴とは違い、税金の軽減措置が受けられる特別の制

度がある　(一一部適用されない場合もある。 )

-:-,is



(4)用地補償の流れ
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1 0　市　営　住　宅

本市では.熊本市総合計画=こ薬づいて総合的なLj三′七三行政をj桁fjiするため、熊本l出i三宅マスター一一プランを策定し、まち

づくりと　一体となった住環境の整備に取り組んでいる。

市営住宅の供給においては「Lあわせを実感できる住まい・まちづくりj　をめざして、バリアフリー-化の推進ととも

にハ一一フメイド住宅の供給事業など、高齢者や障雷者への配慮はもとより、多様化する市民のニーズに対応すべく、公

HrI宅の新たな建設や建替とともに安全でVk適な住宅・住環境の4割帖こ取り組んでいる。

(1)住宅供給実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　戸)

(汁)公営住宅は着手ベ-ス、牛*&'t憂良呈‡貸iiv宅は認定ベース

(2)住宅管理状況
ア　日的別内訳

(汁)年度は管埋間始年度を示す　　平成1 6年度については4月l El現在

イ　構造別内訳

木 造 中 間 耐 火 Z細 川 寸火 it軸 i f -l'-i÷ 叩痛蝣t 蝣・ 二階 耐 火 間 {† 詔

1 5 5 10 , 1 B 1 一. 9 17 3 1):ー 1 5 12 ,7 :i.i
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(4)住宅使用料

ア　入居者の収入基準及び収入超過者の家賃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(・単イ:/:円)

イ　収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成15年度)

~一、 、--ら ㌔ 、、-- ㌔_

・一一、一一　区　珂　調　定　徹

種　別　　　　　、＼_. I　　　　　　　(円)

般　住　宅　　　　　　　2,872,719,6`10

持　せ[J ff-i

改　良　住　宅

俺　　　　　tt

計

過　　ff--　I空

245.839.900

61,308,600

312.779.370

3,492,647,510

583.332.382

~　~~　~　~　~~-~~　~　~~　111~　　~~~-

合　　　　　計　　　　　　　4,075,979,892

収　入　済　触

FH)

未　　収　　額

(円)

2.671.237.970 j　　　　201.・481,67

231,227,500　　　　14,612
n
U

oI,一l百両l　　　4, 174,400　　　　93. 19
301,887,150　　　　10,892,220　　　　　　　96.52

3,261・蝣186,820　　　　231, 160,690　　　　　　93.38

149,227,248 1　43-1,105,134 I　　　　諒嘉8
--1　I　-

3,-110,714,068　　　　665,265,824　　　　　　83.68

住宅使用料の収納率向上のため、昭和61年度より徴収員を雇い収納率アップにつとめている　(10名)

また悪質な滞納者に対しては法的措置(支払命令・明渡訴訟等)をとっている。

(5)住宅協会

名　　　　称

設立年月日

ft'-]

財団法人　熊本市住宅協会

昭和31年7月5日

住宅協会は、市内の住宅困窮者に対して必要な住宅を建設供給し、住宅不足の緩和に努め

生活の向上発展に寅献することを目的とする

事　　　業　住宅及び附属施設の建設。並びに賃貸、分譲

住宅等の建設に必要な土地の取得、造成、分譲

市営住宅の管理に関する事務の受託

その他必要と認められる事業

役　　　員　埋事長　副市長　　副埋事長　建設局長　　常務埋事　建築住宅部長

理　事　都市整備局長、財務部長、計画部長、開発部長、下水道郡長、道路部長

基　本　金

事業実施状況

監　事　会計室長、総務部長

1,000千円(市出資金)

市′酎主宅の管埋受託業務、賃貸住宅の管埋(管埋戸数1 9 2p)

賃矧吉舗の管埋(1店舗)
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1 1　道　　　路

(1)市域内道路

(2)市　　道

ア　概　　要

九州の中央部に位置fする本Ir市は、九州の交通網の申し、として要衝的位[ISこあり、市域内の道路は、国道3号線

を縦軸に、 57号線を横軸として387　線、 266号線, 50 1号線並びに県道33路線が主要幹線道路とし

て放射線状に走っている。

これらを補完して路線数9,687本、実延長2, 426, 580mの市道が市内を網羅している。

市道の整備状況についてみると、市域内の匪】道及び県道の舗装率は、ほぼ1 00　舗装されているOまた、市道

についても延長率で89.41%、面積率で95.34%と舗装も進んできている。

なお、道路幅員4m以1二の舗装については、ほぼ1 0 0%完成しており、今後は新規認定の市道及び生活道路

などを含む4m未満の道路についても接種的に整備を図っていく0

イ　推　　移

ウ　幅　員　別

稚 男

幅

了 .

員
8. 5m以 上 8ー5へ一6l5 6.i)~ -lー5 I .")- ご+5 二∴、 I.5 i.5未 満 計

延 長 in ) l98▼5 13 2 「蝣1.750 8118, 36 910ー0 21 175, 579 ti ,19 6 2,-412.595

面 禎 (m ) 2,6-15,007 ,586,827 蝣1,594,36 ー 3,36、1. 日9 3 51, 232 6:5.79 ! 12,607, 669

(汁)面櫨は道路部面積、橋梁は除く
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工　市道の認定と廃止

オ道路認定基準

道路法(昭和27年法律第180^)第8条の規定に薬づき、市道として路線の認定を受けようとする道路(以下「認

定対象道路」という)は、道路偶造令(昭和4541三政令第320号)に適合するものであるとともに、次の各別こ掲げ

る要件を捌it--fflするもので、現在及び将来の交通削fjIびに経済効果を勘案のうえ、道路管理者が認めたものでなけれ

ばならない。

①認定対象道路は、第5-引こ,按当する場合を除き、その一端は常に法第3条に定める遺跡こ接し、他の1-I-端は

剛去同条に定める道路または里道に接し、かつ認定対象道路が接することとなる一一端の道路は、2.7m以上

の幅員を有すること。

②認定対象道路の幅員は、4m以上であること。ただし認定対象道路が、開拓道路である場合においては、そ

の幅釦ま、3.6m以上であれば足りるものとする。

③認定対象道路の縦断勾配は、9%以トであること。ただし地形上やむを得ないと認められる場合においては、

これを12%以下とすることができる。

認定対象道路が階段道路である場合においては、有効幅員2.0m以上で、その形状が緊急の際の避難用通

路叉は歩行者のための連絡用通路として、通行Lの安全に支障がないと認められるものであること。

認定対象道路が袋路道路である場合においては、当該道路が次に掲げるもののいずれかに該当するものであ

ることO

ア公園、学校その他公共施設に通ずる道路で、道路管理者がその認定の必要を認めたもの。

イ道路の延長が、35nl以上あるもので、自動車の回転広場を有し、かつ、その沿線に当該道路を利用する

概ね5戸以上の集落が存在すること。

力道路管理状況

こ1- IJJ

文棟の内容
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市道の証明
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1 2　土木センター

道路・水路(一層射ヒ区域内)の新設改良・維持管理と公蘭の除章・清掃業務を　一元化することにより機動力を高め

ることで、市民に身近でわかりやすくなるとともに迅速に対応できるようになる等、効率的な維持管理を図るために、

平成1 4年度から東部十本センター及びず桶阻二木センタ- (北部・飽[Il ・天明・河内IL胴長所含む)を設置したo

また、私道等については、昭和5 2年度から私道等整備補助金制度を設け、舗装、排水施設等の改良、防護柵の設

置を対象に補助金を交付し、住民の生活環境整備を図っている。 (熊本市私道等整備補助金交付規則)

業務内容

・道路・橋梁の新設改良及び維持管理

・道路の交通安全施設'~t二事

・道路の舗装打換

・私道等の整備補助

・水路(市街化区域内)の新設改良及び維持管埋

・災害復旧事業

・公園の除草・清掃業務

弘道等の整備補助状況

年 度 件 数 側 溝延 追 (m ) 舗 装 面 梢 (n 了) lo 准 柵 u n i 補 助 額 (千 一.∴rJ)

l l 日 7 5, 2 3 -1. 1 1 2▼9 5 3 .6 10 1 .0 1 5 9 , 6 5 8

12 1 20 蝣1. 3 6 1. 8 2 3 . 78 6 .' 10 6 .0 1 3 9 , 9 3 6

1 .i r.'fi 3 . 8 15 . 0 2 3 ,0 6 5 .0 1 7 6 .0 1 3 9 , 5 9 1

1 4 100 4 , 7 0 6 . 0 2 3 . 20 7 .0 1 8 1 .0 14 , 5 2 1

1 5 8 3 3 , 16 一一8 19 , 79 7ー0 3 日 . 0 10 7 , 9 0 3
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